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Ⅰ　はじめに
　環境省では，「化学物質審査規制法」の制定に基づき，

昭和４９年度から化学物質の基準値設定に向けた調査，

生態影響に関する研究，化学物質環境実態調査をスター

トした．そして，時代の経過とともに生態を脅かす環境

問題が注目され，この調査は，化学物質環境調査，生物

モニタリング調査，底質モニタリング調査，非意図的生

成化学物質汚染実態追跡調査等に整理され，残留性化学

物質の経年変化の監視，あるいは，製造等の人為的過程

の中で非意図的に生成される有害化学物質の把握等を目

的に行われた．さらに，平成14年度に調査内容が改正

され，生態に関する環境リスク評価や残留性化学物質の

経年的把握等を目的とした暴露量調査，モニタリング調

査等に変わり，現在に至っている．環境省は，この調査

を各都道府県に委託しており，沖縄県では，昭和６２年

度から現在に至るまでモニタリングを継続している．そ

こで今回，環境省が，ホームページ等１）に掲載している

調査結果等を利用して，沖縄県（調査地点：那覇港海域，

中城湾）の１０年間（平成７－１６年度）の測定結果に

ついてまとめたので報告する．

沖縄県における化学物質環境実態調査について
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沖縄県では，昭和６２年度から環境中の残留性化学物質の調査を環境省委託事業としてモニタリングを行っている．そ

こで今回，沖縄県（調査地点：那覇港海域，中城湾）の測定結果について平成７～１６年度の１０年間をまとめた．平

成１４－１６年度の那覇港海域の底質試料において，POPs等化学物質が著しく高濃度に検出された．

Abstract: In Okinawa Prefecture, the environmental survey and monitoring of chemicals (e.g. POPs) has been 

conducted by the Ministry of the Environment since 1987. In this report, the results of Okinawa from 1995 to 2004 

are compiled. The monitoring points are Naha port sea area and Nakagusuku bay. Especially the chemicals in the 

sediment of the Naha port sea area from 2002 to 2004 are remarkably high concentration.
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Ⅱ　調査方法
１．調査名および調査地点（図１）

（１）化学物質環境調査（水質・底質・生物）

　　　那覇港海域

（２）生物モニタリング調査

　　　中城湾（ミナミクロダイ）

図１．調査地点
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（３）底質モニタリング調査

　　　中城湾

（４）非意図的生成化学物質汚染実態追跡調査（水質・ 

　　　底質・生物）

　　　中城湾

（５）モニタリング調査（水質・底質・生物）

　　　水質・底質：那覇港海域，

　　　生物（ミナミクロダイ）：中城湾

（６）暴露量調査（水質・底質）

　　　那覇港海域

２．調査内容

　平成７－１３年度は，化学物質環境調査，生物モニタ

リング調査，底質モニタリング調査（平成13年度のみ

実施），非意図的生成化学物質汚染実態追跡調査につい

て，平成１４－１６年度は，モニタリング調査，暴露量

調査について行われ，調査ごとに結果をまとめた．測定

項目については表１－６のとおりである．測定実施機関

は，当研究所，環境省委託民間検査機関において行われ

た．測定方法については，環境省発行誌の指示に基づき

行われた．

Ⅲ　結果
　平成７－１３年度の測定結果は，沖縄県の測定値に並

列して全国結果の検出範囲を表示し，平成１４－１６年

度の測定結果は，全国結果の中央値を並べて表示した．

また，測定値の中に，検出されたが定量下限値未満のも

のについては，trace値として扱っており，「tr（検出

値）」と表現した．POPs等物質（残留性有機汚染物質）

については，多数あることから類ごとにまとめて表した．

１．化学物質環境調査（水質・底質・生物）（表1）

　平成７年度は，底質試料において，２－ブタノンが検

出され，全国の検出範囲ｔｒ（0.0055）-0.93μg/g-dry

に対し，0.075-0.25μg/g-dryであった１，２）．

　平成８年度は，水質試料からフェノール0.232ng/

mL，ビズフェノールA 0 .016ng/mLが，底質試料

からフェノール0.027μg/g -d ryが検出された．全

国の検出範囲は，フェノール（水質0.03 -1 .47ng/

mL，底質0.0055-0.94μg/g-dry），ビズフェノールA 

0.1-0.268ng/mLであった１，３）．

　平成９年度は，ノニルフェノールが検出され，全国の

検出範囲0.17-1.3μg/g-dryに対し，0.2-0.53μg/g-dryで

あった１，４）．

　平成１０年度は，水質試料からジフェニルスズ化合

物0.00089ng/mLが，底質試料からフェニルスズ化合物

0.03μg/g-dry，ジフェニルスズ化合物0.0016μg/g-dry，

アニリン0.0089-0.024μg/g-dry，p-クロロアニリン

0.01-0.015μg/g-dryが検出された．p-クロロアニリンに

ついては，全国の検出範囲0.0053-0.02μg/g-dryの最大

値に近い測定値であった１，５）．

　平成１１年度は，水質試料からジブチルスズ化合物

0.0036-0.0086ng/mL，底質試料からジブチルスズ化合

物0.013-0.15μg/g-dry，フェニルスズ化合物0.12μg/

g-dry，ジフェニルスズ化合物0.0036μg/g-dry，生物試

料からジブチルスズ化合物0.0027-0.0045μg/g-wet，ジ

フェニルスズ化合物0.00037μg/g-wetが検出された．特

に，底質試料のジブチルスズ化合物，フェニルスズ化合

物において，それぞれ全国の検出範囲0.0027-0.19μg/

g-dry，0.016-0.16μg/g-dryの最大値に近い測定値で

あった１，６）．

　平成１２年度は，底質試料において，フタル酸ブチル

ベンジル134ng/g-dryが全国の検出範囲の最高値であっ

た１，７）．

　平成１３年度は，測定した全ての項目で検出されな

かった１，８）．

２．生物モニタリング調査（表2）

　平成７－１３年度において，PCB 0.01μg/g-wet，

DDT類（o，p’ -DDT 0 .001μg/g-wet，p，p’ -DDE 

0.002-0.008μg/g-wet，p，p’-DDD 0.001-0.002μg/

g-wet），クロルデン類(trans-クロルデン0.005μg/

g-wet，cis-クロルデン0.001μg/g-wet，trans-ノナクロル

0.001-0.004μg/g-wet，cis-ノナクロル0.001-0.002μg/

g-wet，オキシクロルデン0.001-0.007μg/g-wet)，HCH

類(β-HCH 0.003μg/g-wet)，フタル酸エステル類(DEHP 

0.1μg/g-wet)が検出された．クロルデン類（オキシク

ロルデン）において，全国の検出範囲の最高値であった
１，２，３，４，５，６，７，８）．

３．底質モニタリング調査（表3）

HCB，ジクロロベンゼン類，BHT，ターフェニル類，TBT，

ベンゾ[a]ピレンにおいて，トレース値程度の検出があっ

た１，７）．

４．非意図的生成化学物質汚染実態追跡調査（水質・底

質・生物）（表4）

　平成７－１３年度において，T o t a l  P C B s ( 水

質17 - 1 1 0 p g / L，底質2 . 0 - 5 4 0 p g / g - d r y，生物

54-13，000pg/g-wet)，ダイオキシン類（PCDD:底質

0.0451-0.188ng/g-dry，生物0.0001ng/g-wet，PCDF:底

質0.001-0.016ng/g-dry，生物0.0001ng/g-wet）の検出

があった．全国の検出範囲と比較すると，低濃度の検出
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であった１，２，３，４，５，６，７，８）．

５．モニタリング調査（水質・底質・生物）（表5）

　水質試料は，ドリン類，DDT類，クロルデン類におい

て，３年間通して全国中央値より高い値であった．さら

に，平成１４年度では，Total PCBsが全国中央値の約７

倍検出された1，9，１０，１１）．

　底質試料は，ほとんど全ての項目で全国中央値を著し

く上回っていた１，９，１０，１１）．

　生物試料（ミナミクロダイ）は，DDT類，クロルデン

類において，３年間通して全国中央値あるいはそれより

高濃度の検出であった．特に，平成１６年度のクロルデ

ン類については，全国中央値をはるかに上回っていた
１，９，１０，１１）．

６．暴露量調査（水質・底質）(表6)

　平成１４年度は，水質試料からペルフルオロオクタ

ンスルホン酸0.44-2.7ng/L，ペルフルオロオクタン酸

0.43-0.72ng/L，底質試料から１，２－ジクロロベンゼン

0.24-0.73ng/g-dry，ベンゾ[a]ピレン18-67ng/g-dry，デ

カブロモジフェニルエーテル80ng/g-dryが検出された．

全国中央値は，ペルフルオロオクタンスルホン酸1.2ng/L，

ペルフルオロオクタン酸2.5ng/L，１，２－ジクロロベン

ゼン0.55ng/g-dry，ベンゾ[a]ピレン41ng/g-dry，デカブ

ロモジフェニルエーテルndであった．特に，デカブロモ

ジフェニルエーテルについては，沖縄県は高濃度検出し

ていた1，9）．

　平成１５年度は，底質試料からペルフルオロオクタン

スルホン酸0.081-0.19ng/L，ペルフルオロオクタン酸

tr(0.047-0.061)ng/Lが検出された．全国中央値は，ペル

フルオロオクタンスルホン酸tr(0.076)ng/L，ペルフルオ

ロオクタン酸tr(0.066)ng/Lであった．ペルフルオロオク

タンスルホン酸については，沖縄県は高濃度検出してい

た1，10）．

Ⅳ　まとめ
１．化学物質環境実態調査は，環境省委託事業である．

２．沖縄県（調査地点：那覇港海域，中城湾）の測定結

果について平成７－１６年度の１０年間をまとめた．

３．平成１４－１６年度の那覇港海域の底質試料では，

POPs等化学物質が著しく高濃度に検出された．那覇港海

域の底質の外観は，泥状灰黒色であり，臭気は，アンモ

ニア臭がする．特に那覇市は，沖縄県の経済の中心であ

り，これまでの開発事業等によって排出された化学物質

が，那覇港海域に流れ，閉鎖的な海域ゆえに，POPs等

化学物質が高濃度に残留していると考えられる．今後の

POPs等化学物質の動向をモニタリングすることによって

監視を継続する．
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表1．平成７－１３年化学物質環境調査（那覇港海域）
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表２．平成７－１３年度生物モニタリング調査（中城湾）
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表３．平成１３年度底質モニタリング調査

表４．平成７～１３年度非意図的生成化学物質汚染実態追跡調査（水質・底質・生物）
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表５．平成１４～１６年度モニタリング調査（水質・底質・生物）
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表６．平成１４～１６年度暴露量調査（水質・底質）




